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光音響効果を利用した非破壊センサに関する研究
Study on Nondestructive Sensor Using Photoacoustic Effect 
寺田英敏T、 津田紀生人 山田語字
Hid巴toshiTERADA， Norio TSUDA， Jun YAMADA 
Abstract: Using a photoacoustic巴ffect，a non'destructive and non'contact sensor has been 
studied. This pap日rreports on the optiroization of defect detection systero with a 
seroiconductor laser to get larger photoacoustic signal. Photoacoustic signal increases with 
increasing laser power. Photoacoustic signal roodulated by pulse wave is greater than that 
by sinusoidal wave. This systero has a higher resolution than the other ultrasonic test 
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Loc副:Ionof Laser Beam (mm) 
図14 密封型欠陥検出結果
5.総括
本研究では半導体レーザによる光音響効果を利用
し、非破壊・非接触による物体の内部診断をするシ
ステムの試作と本測定システムにおける最適な欠陥
検出条件を求めた。本研究の測定結果から光音響信
号は光源である半導体レーザの出力に比例して大き
くなることが分かつた。これはレーザ光エネルギー
が大きくなるためであり、予測通りの結果であると
言える。また正弦波変調に比べ、方形波変調の方が
大きな光音響信号が得られることも分かった。しか
し、半導体レーザの出力が25mW以降では光音響信
号が飽和する傾向が見られた。これはさらに出力を
増加させ測定する必要があると言える。
また、実験装置の設定条件としては空中超音波セ
ンサの設置角度、及びレーザ光照射角度は試料正面、
空中超音波センサは光音響信号の広がり程度の大き
さのものが最適であることが分かつた。しかし、実
験装置の構造上、全ての条件を満たすことはできず、
本研究システムにおいて、より大きな光音響信号が
得られる設定とし、欠陥検出を行った。
欠陥検出においては、他の超音波診断法に比べ低
い周波数で高分解能が得ることができた。これは、
レーザ光を集光し光音響信号の発生源を限りなく点
に近づけていることや本研究において最適な条件を
求めた事によるものである。また、完全に内部に隠
れた欠陥の検出にも成功した。
今後の課題として、より小さな欠陥を実際に検出
すること、また、測定のスピードアップ、測定の二
次元化などが考えられる。
測定時間は現在20mmの一次元走査で7分程度要
している。本研究では市販のロックインアンプを使
用しているため多くの時聞が必要となっている。こ
れは専用の測定回路を製作することによって解決で
きると考えられる。しかし、光音響信号の振l隔は数
μV程度であるため、回路設計には困難が予想され
る。
また、二次元化にはスキャニングを行うモータの
ノイズによる光音響信号への影響を考慮しなければ
ならない。
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